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横須賀、逗子、葉山のみなさま　　　　　　　   

生物多様性研究会

５月２４日から「ノーバスウイーク」です

水辺の生態系を壊す“外来害魚”の密放流防止にご協力を
　私たちは、特定外来生物として法の指定を受けたブラックバスやブルーギルなどの外来害魚の駆除に取り組む全国ブラックバス防除市民ネットワーク(略称・ノーバスネット)の構成員です。ノーバスネットには、現在、全国32の魚類研究会や自然保護団体が会員となっていて、それぞれの地域における水辺の環境や亡びつつある生き物を守る活動を行っています。

２００５年６月に外来生物法が成立施行され、魚類では、ブラックバス（オオクチバス、コクチバスその他のオオクチバス属）、ブルーギル、チャネルキャットフイッシュ（アメリカナマズ）の４種が、日本の生態系に被害を及ぼす特定外来生物として第１次指定されました。

許可なくしての放流、飼育はもちろん、生きたままの移動も禁止され、違反には厳しい罰則が適用されることになっているにもかかわらず、外来魚害魚の生息する水辺の環境は復元されたとは言えないのが現状です。密放流も依然としてあとを絶っていないという報告が相次いでいます。ブラックバスの擁護を主張するバス釣り関係者の強い利用論、すみ分け論が、このような状況をつくりだし、駆除活動の支障となっているのかも知れません。

５月下旬から６月上旬は、ブラックバス、ブルーギルの繁殖期です。全国ブラックバス防除市民ネットワークの会員は、九州から中国、中部、東北へ順次、駆除や啓発運動を展開していきます。幸い三浦、湘南地区には、一部のため池以外の河川に外害来魚の生息は確認されていませんが、いつ、これらのため池から他の水面へ密放流されるか分かりません。

日本の河川湖沼やため池の生態系に被害をもたらす特定外来生物として指定されている、ブラックバスやブルーギルの一掃と密放流防止にみなさんのご理解とご協力をお願いします。
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